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（１）審議概観

第180回国会において、本委員会に付託

された案件は、内閣提出法律案２件（う

ち１件は本院先議 、衆議院提出法律案２）

件（いずれも環境委員長 、本院議員提出）

法律案２件及び承認案件１件の合計７件

である。内閣提出法律案、衆議院提出法

律案及び承認案件は、いずれも可決又は

承認し、本院議員提出法律案は継続審査

とした。

また、本委員会付託の請願12種類61件

は、いずれも保留とした。

[法律案等の審査]

特定産業廃棄物に起因する本院先議の

支障の除去等に関する特別措置法の一部

は、平成10年６月16日を改正する法律案

以前に不法投棄等が行われた特定産業廃

棄物に起因する支障の除去等を引き続き

計画的かつ着実に推進していくため、法

律の有効期限を平成35年３月31日まで延

長する等の措置を講じようとするもので

ある。

委員会においては、審査に先立ち、三

重県において現地調査を行った後、現行

法の有効期限を10年間延長する理由、原

因者への責任追及の必要性、不法投棄等

を抑止する対策の強化等について質疑が

行われ、全会一致をもって可決された。

なお、附帯決議が付された。

原子衆議院提出（環境委員長）提出の

は、東北地方太平力規制委員会設置法案

洋沖地震に伴う原子力発電所の事故を契

機に明らかとなった原子力利用に関する

政策に係る縦割り行政の弊害を除去し、

並びに一の行政組織が原子力利用の推進

及び規制の両方の機能を担うことにより

生ずる問題を解消するため、原子力利用

における安全の確保を図るため必要な施

策を策定し、又は実施する事務を一元的

につかさどるとともに、その委員長及び

委員が専門的知見に基づき中立公正な立

場で独立して職権を行使する原子力規制

委員会を環境省の外局として設置しよう

とするものである。

地方自治法第百五十六条第四項また、

の規定に基づき、産業保安監督部及び那

覇産業保安監督事務所並びに産業保安監

督部の支部並びに産業保安監督署の設置

は、原子力規制に関し承認を求めるの件

委員会設置法に基づき、原子力安全・保

安院が廃止されることに伴い、現在、産

業保安に関する業務を行う組織として原

子力安全・保安院に設置されている産業

保安監督部及び那覇産業保安監督事務所



並びに産業保安監督部の支部並びに産業

保安監督署を、経済産業省の地方機関と

して設置することについて、地方自治法

第156条第４項の規定に基づき、国会の承

認を求めるものである。

委員会においては、両案件を一括して

議題とし、本法律案について提出者の生

方幸夫衆議院環境委員長から、また、本

承認案件について細野国務大臣からそれ

ぞれ趣旨説明を聴取した後、原子力規制

組織をいわゆる三条委員会とした理由、

原子力規制委員会の委員長及び委員の人

選の在り方、原子力規制庁職員へのノー

リターンルールの適用、発電用原子炉の

運転期間の制限、原発の再起動と原子力

規制委員会との関係、原子力規制委員会

と原子力防災会議との連携、国会事故調

査委員会報告への早期対応等について質

疑を行った。質疑を終局し、討論の後、

順次採決の結果、本法律案は多数をもっ

て可決され、本承認案件は多数をもって

承認された。なお、本法律案に対し附帯

決議が付された。

使用済小型電子機器等の再資源化の促

は、循環型社会の構築進に関する法律案

が喫緊の課題となっている中で、使用済

小型電子機器等の相当部分が一般廃棄物

として処分され、鉄やアルミ等一部の金

属しか回収できず、金や銅などの有用金

、属は埋立処分されている状況を踏まえて

使用済小型電子機器等の再資源化の促進

に関し基本的な事項を定めるとともに、

再資源化を促進するための措置を講じよ

うとするものである。

委員会においては、市町村に対する財

政支援の必要性、認定事業者の適正処理

の確保策、地域に根ざした事業者の活用

等について質疑を行った。質疑を終局し

た後、日本共産党から、市町村への援助

等を内容とする修正案が提出され、順次

採決の結果、修正案は否決され、本法律

。 、案は全会一致をもって可決された なお

附帯決議が付された。

動物の愛衆議院提出（環境委員長）の

護及び管理に関する法律の一部を改正す

は、最近の動物の愛護及び管理る法律案

に関する状況に鑑み、出生後56日未満の

犬又は猫の引渡し等を制限すること等に

、より動物取扱業の適正化を図るとともに

動物の所有者について終生飼養の責務を

追加すること等により、動物の適正な飼

養及び保管を図るための措置を講じよう

とするものである。

委員会においては、提出者の生方幸夫

衆議院環境委員長から趣旨説明を聴取し

た後、実験動物使用数の情報開示の必要

性、マイクロチップの装着の在り方、出

生後56日未満の犬猫の引渡し禁止規定の

早期実施の必要性、飼い主の飼育放棄へ

の厳しい対処等について質疑が行われ、

全会一致をもって可決された。なお、附

帯決議が付された。

〔国政調査等〕

、環境行政の基本施策につい３月15日

、て細野環境大臣から所信を聴くとともに

平成24年度環境省予算及び環境保全経費

の概要について横光環境副大臣から、公

害等調整委員会の業務等について大内公

害等調整委員会委員長から、それぞれ説

明を聴いた。

、環境行政の基本施策に関す３月22日

る件及び公害等調整委員会の業務等に関

する件について調査を行い、原子力規制

庁の早期設置の必要性及び環境省の外局

とする理由、国立公園の管理を求めがあ

れば広域連合に任せることの非妥当性、

原子力規制機関における人事権を含めた



独立性確保の重要性、岩手・宮城・福島

以外の被災県の災害廃棄物についての広

域処理の必要性、水俣病特措法に基づく

救済措置への申請締め切りを撤回する必

要性、阪神・淡路大震災と比べて東日本

大震災のがれき処理の難しさ、原子力規

制庁については国民の信用が得られる体

制を整備してから発足する必要性等につ

いて質疑を行った。

、予算委員会から委嘱された３月28日

平成24年度一般会計予算、同特別会計予

算及び同政府関係機関予算（総務省所管

（公害等調整委員会）及び環境省所管）

について審査を行い、関西電力大飯原発

のストレステスト後の再稼働への手順と

理解を得ていく地元の範囲、阪神・淡路

大震災と比べて東日本大震災のがれきの

３年以内の処理完了の困難性、環境省独

自の除染技術実証事業の実施と事業者選

定についての疑念、原子力保安院の反対

圧力で防災指針見直しが遅れたことへの

原子力安全委員会の見解、ＰＣＢ廃棄物

の東日本大震災での行方不明状況とＰＣ

Ｂ特措法の期限内処理の方策、地元自治

体の意向に沿った除染実施と自治体との

連携による仮置場確保の必要性、福島県

内における放射性物質を対象としたエコ

チル調査実施の必要性、学校敷地内での

除染により排除した土の保管状況等につ

いて質疑を行った。

、原子力発電所に関する四大４月17日

臣会合の法的性格とストレステストの経

緯、原子力発電所事故由来の放射性物質

の除染への取組、原発再稼働における安

全性の確保、原子力委員会及び原子力安

全委員会の委員の人選の在り方、水俣病

被害者救済への環境行政の取組姿勢、内

閣府の除染モデル実証事業の発注経緯と

今後の対応、放射性廃棄物処分の規制と

責任等について質疑を行った。

、原発再稼働における安全性６月14日

の確保、原子力防災体制と原子力規制組

織の在り方、原子力委員会における原発

推進派だけによる非公開会合、原発再稼

働の判断の妥当性、原子力発電所の使用

済核燃料の処理、原子力防災におけるオ

フサイトセンターの在り方、再生可能エ

ネルギー利用拡大に向けた取組等につい

て質疑を行った。

、エネルギー・環境の選択肢７月26日

に関する国民的議論の進め方、浄化槽管

理の適正化、原子力規制委員会の独立性

、 、の確保 政府の脱原発依存政策の考え方

エネルギー・環境の選択肢と温室効果ガ

ス25％削減目標との整合性、原子力規制

委員会の委員長・委員の人選及び欠格要

件、特別措置法に基づく水俣病被害者救

済への対応、国会事故調等の報告を踏ま

えた原発事故の調査継続の必要性等につ

いて質疑を行った。

（２）委員会経過

○平成23年12月22日(木)（第179回国会閉会後

第１回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

気候変動に関する国際連合枠組条約第17回締

約国会議及び京都議定書第７回締約国会合に

関する件について細野環境大臣から報告を聴

いた後、同件、ＣＯＰ17の成果及び京都議定

書第二約束期間への不参加に関する件、出先

機関改革における環境省地方環境事務所の事

務・権限の在り方に関する件、今後の気候変

動枠組交渉における我が国の基本的戦略と取

組方針に関する件、地球温暖化対策基本法案



への対応に関する件、フロンガス削減による

効果的な地球温暖化対策の推進に関する件、

再生可能エネルギーの普及拡大への取組に関

する件等について細野環境大臣、横光環境副

大臣、北神経済産業大臣政務官、中野外務大

臣政務官及び政府参考人に対し質疑を行っ

た。

〔質疑者〕

（ ）、 （ ）、舟山康江君 民主 小見山幸治君 民主

川口順子君（自民 、加藤修一君（公明 、） ）

水野賢一君（みん 、市田忠義君（共産））

○平成24年３月15日(木)（第１回）

理事の補欠選任を行った。

環境及び公害問題に関する調査を行うことを

決定した。

環境行政の基本施策に関する件について細野

環境大臣から所信を聴いた。

平成24年度環境省予算及び環境保全経費の概

要に関する件について横光環境副大臣から説

明を聴いた。

公害等調整委員会の業務等に関する件につい

て大内公害等調整委員会委員長から説明を聴

いた。

○平成24年３月22日(木)（第２回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

環境行政の基本施策に関する件及び公害等調

整委員会の業務等に関する件について細野環

境大臣、横光環境副大臣、高山環境大臣政務

官、中根経済産業大臣政務官、大内公害等調

整委員会委員長及び政府参考人に対し質疑を

行った。

〔質疑者〕

（ ）、 （ ）、小見山幸治君 民主 中川雅治君 自民

加藤修一君（公明 、水野賢一君（みん 、） ）

（ ）、 、市田忠義君 共産 亀井亜紀子君(国民)

平山誠君(大地)

○平成24年３月28日(水)（第３回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

参考人の出席を求めることを決定した。

平成二十四年度一般会計予算（衆議院送付）

平成二十四年度特別会計予算（衆議院送付）

平成二十四年度政府関係機関予算（衆議院送

付）

（総務省所管（公害等調整委員会）及び環境

について細野環境大臣、牧野経済産省所管）

業副大臣、横光環境副大臣、高山環境大臣政

務官、政府参考人及び参考人独立行政法人日

本原子力研究開発機構理事長鈴木篤之君に対

し質疑を行った。

〔質疑者〕

舟山康江君（民主 、谷川秀善君（自民 、） ）

北川イッセイ君（自民 、加藤修一君（公）

明 、水野賢一君（みん 、市田忠義君（共） ）

産 、亀井亜紀子君（国民 、平山誠君（大） ）

地）

本委員会における委嘱審査は終了した。

○平成24年４月17日(火)（第４回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

参考人の出席を求めることを決定した。

原子力発電所に関する４大臣会合の法的性格

とストレステストの経緯に関する件、原子力

発電所事故由来の放射性物質の除染への取組

に関する件、原発再稼働における安全性の確

保に関する件、原子力委員会及び原子力安全

委員会の委員の人選の在り方に関する件、水

俣病被害者救済への環境行政の取組姿勢に関

する件、内閣府の除染モデル実証事業の発注

経緯と今後の対応に関する件、放射性廃棄物

処分の規制と責任に関する件等について細野

環境大臣、横光環境副大臣、柳澤経済産業副

大臣、神本文部科学大臣政務官、政府参考人

及び参考人独立行政法人日本原子力研究開発

機構理事長鈴木篤之君に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

谷岡郁子君（民主 、北川イッセイ君（自）

民 、加藤修一君（公明 、水野賢一君（み） ）

）、 （ ）、 （ ）、ん 市田忠義君 共産 平山誠君 大地

亀井亜紀子君（無）

特定産業廃棄物に起因する支障の除去等に関

する特別措置法の一部を改正する法律案（閣

について細野環境大臣から趣旨説法第38号）

明を聴いた。

○平成24年６月14日(木)（第５回）



政府参考人の出席を求めることを決定した。

原発再稼働における安全性の確保に関する

件、原子力防災体制と原子力規制組織の在り

方に関する件、原子力委員会における原発推

進派だけによる非公開会合に関する件、原発

再稼働の判断の妥当性に関する件、原子力発

電所の使用済核燃料の処理に関する件、原子

力防災におけるオフサイトセンターの在り方

に関する件、再生可能エネルギー利用拡大に

向けた取組に関する件等について細野環境大

臣、牧野経済産業副大臣及び政府参考人に対

し質疑を行った。

〔質疑者〕

北川イッセイ君（自民 、加藤修一君（公）

明 、水野賢一君（みん 、市田忠義君（共） ）

）、 （ ）、 （ ）、産 平山誠君 大地 亀井亜紀子君 無

小西洋之君（民主）

○平成24年６月18日(月)（第６回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

特定産業廃棄物に起因する支障の除去等に関

する特別措置法の一部を改正する法律案（閣

について細野環境大臣、横光環境法第38号）

副大臣、高山環境大臣政務官及び政府参考人

に対し質疑を行った後、可決した。

〔質疑者〕

徳永 志君（民主 、中川雅治君（自民 、久 ） ）

加藤修一君（公明 、水野賢一君（みん 、） ）

市田忠義君（共産 、平山誠君（大地 、亀） ）

井亜紀子君（無）

（閣法第38号）

、 、 、 、 、賛成会派 民主 自民 公明 みん 共産

大地、無

反対会派 なし

なお、附帯決議を行った。

原子力規制委員会設置法案（衆第19号 （衆）

について提出者衆議院環境委員長議院提出）

生方幸夫君から趣旨説明を聴き、

地方自治法第百五十六条第四項の規定に基づ

き、産業保安監督部及び那覇産業保安監督事

務所並びに産業保安監督部の支部並びに産業

保安監督署の設置に関し承認を求めるの件

について細（閣承認第５号 （衆議院送付））

野国務大臣から趣旨説明を聴いた後、

以上両案件について提出者衆議院環境委員長

代理近藤昭一君、同横山北斗君、同吉野正芳

君、同田中和德君、衆議院環境委員長生方幸

夫君、衆議院環境委員長代理江田康幸君、細

野国務大臣、枝野国務大臣及び政府参考人に

対し質疑を行った。

〔質疑者〕

舟山康江君（民主 、谷岡郁子君（民主 、） ）

中川雅治君（自民 、加藤修一君（公明 、） ）

水野賢一君（みん 、平山誠君（大地 、亀） ）

井亜紀子君（無 、福島みずほ君（社民、）

委員外議員）

○平成24年６月19日(火)（第７回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

原子力規制委員会設置法案（衆第19号 （衆）

議院提出）

地方自治法第百五十六条第四項の規定に基づ

き、産業保安監督部及び那覇産業保安監督事

務所並びに産業保安監督部の支部並びに産業

保安監督署の設置に関し承認を求めるの件

（閣承認第５号 （衆議院送付））

以上両案件について提出者衆議院環境委員長

代理田中和德君、同吉野正芳君、同江田康幸

君、同大谷信盛君、同近藤昭一君、衆議院環

境委員長生方幸夫君、衆議院環境委員長代理

横山北斗君、細野国務大臣、枝野国務大臣及

び政府参考人に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

小坂憲次君（自民 、加藤修一君（公明 、） ）

水野賢一君（みん 、市田忠義君（共産 、） ）

福島みずほ君（社民、委員外議員 、平山）

誠君（大地 、亀井亜紀子君（無 、荒井広） ）

幸君（改革、委員外議員）

○平成24年６月20日(水)（第８回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

原子力規制委員会設置法案（衆第19号 （衆）

議院提出）

地方自治法第百五十六条第四項の規定に基づ

き、産業保安監督部及び那覇産業保安監督事

務所並びに産業保安監督部の支部並びに産業

保安監督署の設置に関し承認を求めるの件



（閣承認第５号 （衆議院送付））

以上両案件について提出者衆議院環境委員長

代理吉野正芳君、同江田康幸君、衆議院環境

委員長生方幸夫君、衆議院環境委員長代理田

中和德君、同近藤昭一君、同大谷信盛君、細

野国務大臣、牧野経済産業副大臣及び政府参

考人に対し質疑を行い、原子力規制委員会設

置法案（衆第19号 （衆議院提出）について）

討論の後、原子力規制委員会設置法案（衆第

19号 （衆議院提出）を可決し、地方自治法）

第百五十六条第四項の規定に基づき、産業保

安監督部及び那覇産業保安監督事務所並びに

産業保安監督部の支部並びに産業保安監督署

の設置に関し承認を求めるの件（閣承認第５

号 （衆議院送付）を承認すべきものと議決）

した。

〔質疑者〕

谷岡郁子君（民主 、谷川秀善君（自民 、） ）

加藤修一君（公明 、水野賢一君（みん 、） ）

市田忠義君（共産 、平山誠君（大地 、亀） ）

井亜紀子君（無 、福島みずほ君（社民、）

委員外議員 、荒井広幸君（改革、委員外）

議員）

（衆第19号）

賛成会派 民主、自民、公明

反対会派 みん、共産、大地、無

（閣承認第５号）

賛成会派 民主、自民、公明、共産

反対会派 みん、大地、無

、 （ ）なお 原子力規制委員会設置法案 衆第19号

（衆議院提出）について附帯決議を行った。

○平成24年７月26日(木)（第９回）

理事の補欠選任を行った。

政府参考人の出席を求めることを決定した。

エネルギー・環境の選択肢に関する国民的議

論の進め方に関する件、浄化槽管理の適正化

に関する件、原子力規制委員会の独立性の確

保に関する件、政府の脱原発依存政策の考え

方に関する件、エネルギー・環境の選択肢と

温室効果ガス25パーセント削減目標との整合

性に関する件、原子力規制委員会の委員長・

委員の人選及び欠格要件に関する件、特別措

置法に基づく水俣病被害者救済への対応に関

する件、国会事故調等の報告を踏まえた原発

事故の調査継続の必要性に関する件等につい

て細野環境大臣、石田内閣府副大臣及び政府

参考人に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

ツルネンマルテイ君（民主 、小見山幸治）

君（民主 、川口順子君（自民 、加藤修一） ）

君（公明 、友近聡朗君（生活 、水野賢一） ）

君（みん 、市田忠義君（共産 、谷岡郁子） ）

君（み風 、平山誠君（大地））

○平成24年７月31日(火)（第10回）

使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関

にする法律案（閣法第66号 （衆議院送付））

ついて細野環境大臣から趣旨説明を聴いた。

○平成24年８月２日(木)（第11回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関

にする法律案（閣法第66号 （衆議院送付））

ついて細野環境大臣、横光環境副大臣、高山

環境大臣政務官及び政府参考人に対し質疑を

行った後、可決した。

〔質疑者〕

徳永 志君（民主 、北川イッセイ君（自久 ）

民 、加藤修一君（公明 、友近聡朗君（生） ）

活 、水野賢一君（みん 、市田忠義君（共） ）

産 、亀井亜紀子君（み風 、平山誠君（大） ）

地）

（閣法第66号）

、 、 、 、 、賛成会派 民主 自民 公明 生活 みん

共産、み風、大地

反対会派 なし

なお、附帯決議を行った。

○平成24年８月28日(火)（第12回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

動物の愛護及び管理に関する法律の一部を改

に正する法律案（衆第33号 （衆議院提出））

ついて提出者衆議院環境委員長生方幸夫君か

ら趣旨説明を聴き、衆議院環境委員長代理田

島一成君、細野環境大臣及び政府参考人に対

し質疑を行った後、可決した。

〔質疑者〕



水野賢一君（みん 、市田忠義君（共産 、） ）

亀井亜紀子君（み風 、平山誠君（大地））

（衆第33号）

、 、 、 、 、賛成会派 民主 自民 公明 生活 みん

共産、み風、大地

反対会派 なし

なお、附帯決議を行った。

○平成24年９月７日(金)（第13回）

請願第107号外60件を審査した。

放射線業務従事者の被ばく線量の管理に関す

る法律案（参第31号）

化学物質による子どもの健康への悪影響の防

止のための調査その他の施策の推進に関する

法律案（参第32号）

以上両案の継続審査要求書を提出することを

決定した。

環境及び公害問題に関する調査の継続調査要

求書を提出することを決定した。

閉会中に委員派遣を行うことを決定した。


